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令和６年度事業計画書 

 

Ⅰ 基本的運営方針      

火災の延焼・拡大の防止に大きな効果があり、避難等にも有効な防炎品の総合的な品

質管理及びその適正な普及等を図ることにより、火災による国民の生命・財産等の被害

の抑制・減少に貢献し、もって社会公共の福祉の増進に寄与する。 

このため、より効率的な防炎性能確認試験業務及び防炎ラベル交付業務を推進すると

ともに、防炎品関連事業者への指導等品質管理業務並びに防炎に関する技術開発業務及

び普及・広報業務を推進する。 

  特に令和 6年度においては、近年の諸物価の高騰に加え、印刷・物流コストの上昇に

より収支状況が更に厳しいものとなっている現状に鑑み、手数料収入の確保、経費の節

減及び業務の効率化に努めるとともに、事務所の統廃合等組織体制の見直しを進め、収

支バランスの確保を図る。 

  また、防炎品の品質管理について、引き続き見える形で向上させるとともに、各種試

験、審査、ラベル交付等の業務の確実性・効率性の向上や申請の電子化を図る。 

 

Ⅱ 事業 

１ 共通事項    

 （１）防炎品の品質確保及び普及促進を図るため、部会活動等を中心とした防炎事業関

係者との情報交流等の促進、事業所調査等必要な指導活動の強化及び消防機関との

連携に努める。 

（２）品質管理本部を中心として、防炎品の品質管理の徹底を図る。 

（３）効率的に業務を推進するため、電子処理システム全般の見直しを進める。 

（４）事務局組織の合理化を図るため、近接する京都・大阪事務所の統廃合について具 

体的な検討を進める。 

（５）九州事務所の立退き移転作業を適切に進め、職場環境並びに業務態勢の整備に 

努める。 

 

２ 法人管理関係     

  （１）防炎事業の発展と防炎品の品質確保等に寄与した者の顕彰を行い、防炎品に対す

る社会的信頼性の向上等に資する。 

  （２）会員に対し協会の活動に関する情報の提供等を行うとともに、協会の目的達成に

必要な範囲において業務上の便宜を講ずるなど、会員制度の適切な管理に努める。 

 （３）会員、防炎事業関係者、消防関係者等相互間の交流及び情報交換等を図る。 

  

 ３ 普及･広報関係（公益目的事業・収益事業１） 

（１）防炎講座の開催等を通じ、防炎品に関する適切な理解を広める。 

① 防炎講座の開催 

② 大学と連携した衣料管理実習の開催 
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③ 国際福祉機器展、住宅防火防災推進シンポジウム等への参加          

（２）消防関係機関等との協力により、防炎品の普及を図る。 

① 消防関係機関等が行う住民向け啓発活動で使用する広報資材・防炎品等の作成

及び提供 

② 出展を要請する消防機関等主催のイベントへの参加 

③ 予防広報委員会（東京消防庁・政令市／消防予防部長）の開催及び消防関係各 

種会議への参加 

④ (一社)全国消防機器協会の社会貢献事業における防炎品の寄贈 

（３）広報媒体を通じ防炎品の一般消費者等への周知を図る。 

① 広報誌「防炎ニュース」を通じた防炎品奏効事例等の継続的な紹介 

② ホームページの見直しを進めるとともに、ホームページにおける防炎品取扱い

店舗情報の提供や各種情報の発信を継続 

③ 動画投稿サイト YouTube内の「防炎チャンネル」を通じた動画配信 

④ CATV放送を活用した情報発信 

⑤ 消防関係専門紙（誌）等への記事掲載などによる情報発信 

 

 ４ 技術・試験関係（公益目的事業・収益事業１） 

   ＊特に表示していないものは、「公益目的事業」及び「収益事業１」である。 

（１）試験・登録・認定業務の確実性・効率性の向上と顧客サービスの充実を図る。 

    ①  防炎製品に関する質疑応答のまとめ及びホームページ「良くある質問とその答

え」の更新（収益１） 

    ②  防炎製品の申請業務に係るホームページの活用方策の検討（収益１） 

（２）防炎品を取り巻く環境変化に応じ、試験実施体制の強化を図る。  

① 東京試験室及び大阪試験室間の業務平準化の推進及び試験業務処理の一層の迅

速化のための体制強化 

② 適正な作業環境を維持するための試験設備の定期的な更新及び労働安全面から 

の作業環境管理の推進 

（３）防炎品の開発及び防炎性能基準、防炎性能試験方法等に関する調査・検討を行う。 

  ① パーティション一体型布張家具及び工事用防音パネルの防炎製品認定の開始 

②  大学や他試験機関等との共同研究により、より確実な試験方法（洗濯機械力等）

の検討 

③ 新たな製品情報に基づく防炎品の調査研究 

（４）国内外の防炎規制・規格等の情報収集、分析及び情報の提供に努める。 

① 防炎薬剤等の規制動向に関する国内外の情報収集及び情報提供 

② 防炎品に関する海外の法規制等の情報提供 

③ ISO（国際標準化機構）に関連する審議会等への参画及び情報収集 

 

 ５ 品質管理関係（公益目的事業・収益事業１・収益事業２）    

   ＊特に表示していないものは、「公益目的事業」及び「収益事業１」である。 
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（１）防炎性能確認審査等の申請について、申請相談への適切な対応、手続きの簡素化

及び迅速な審査を実施する。    

 （２）防炎事業者への防炎品に係る品質管理指導の強化により、品質の向上と信頼性を

確保する。 

① 防炎品に係る抜取・試買試験の実施 

② 防炎品に係る事業者への定期・随時調査・指導の強化 

③ 重大不適合・不適合多発事業者に対する改善指導及び登録後数年経過した事業

者への品質管理指導の充実 

④ 防炎カーテンのトレーサビリティー確保のための補助ラベルを継続支給（公益） 

⑤ 裁断・施工・縫製業者に対する防炎ラベルの表示・管理についての講習会の継

続実施（公益）  

 （３）防炎品ラベル交付業務の更なる効率化・安定化を図る。 

（４）防炎事業者における防炎性能試験等の技術･技能及び業務知識の向上を支援する。 

   ① 防炎事業者を対象とした防炎性能試験等実地講習会の開催 

   ② 防炎品に係る業務・技術講習会の協力・支援 

 （５）防炎加工専門技術者育成のための防炎加工専門技術者講習会、再講習を開催する。

（収益２）  

                                    

 以 上 


